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‘Homo Rudens', a classic study of play, pointed out the importance of cultivating creativity through 
childhood play experiences. This is the research and the development to create a series of paper play 
equipments with honeycomb structure that induce various kinds of play and develop their capability. 
The research is based on the tests with real users in temporary playgrounds.  













































































































































図 4 ペーパーハニカム構造 
 
 
図 5 ハニカム構造の制作方法 
 
 













同じ寸法で作成する(図 7、表 2)。 
 
 
図 7 第 1プロトタイプ 
 


























図 9 ユーザーテスト 1：発生した遊びと関係性の記録 
 







表 5 ユーザーテスト 1：作成したマップの考察 
 
 
５． 第 2プロトタイプ 





























第 2 プロトタイプは、台形、長方形、円形の 3 種類を
同じ寸法で作成する。なお、制作方法は第 1 プロトタイ
プと同様である(図 12、表 6)。 
 
 
図 12 第 2プロトタイプ (左から A5,A4,A3 サイズ) 
 













図 13 ユーザーテスト 2-1 の様子(定点カメラ) 
 
 



















表 8 ユーザーテスト 2:発生した遊びの種類 
 
 
表 9 ユーザーテスト 2:作成したマップの考察 
 
 
６． 第 3プロトタイプ(最終成果物) 








































表 10 イベントの概要について 
 
 
図 20 ユーザーテスト 3-1 の様子(定点カメラ) 
 
 

















表 11 ユーザーテスト 3:発生した遊びの種類 
 
 






















































































一般社団法人 TOKYO PLAY（2018）. 
 
 
 
 
 
 
 
